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［大会長］壬生 尚美（日本社会事業大学 教授）
［主　催］人間福祉学会　［共　催］中部学院大学・中部学院大学短期大学部

第 22回 Society of Human Well-Being 2022

人間福祉学会
Human Well-Beingの本質への追求

2022年

12  17月　   　  日 土
中部学院大学  各務原キャンパス
岐阜県各務原市那加甥田町 30-1    TEL 058-375-3600
※新型コロナウイルスの感染状況によってはネット配信型のみの可能性もあります。

参加費 無料

－つながりの実践、「コラボレーション」の可能性－

18   　  日 日
基調講演・シンポジウム
申し込みはこちらから



［プログラム①］ 2022年 12月 17日
13:00
13:20 - 13:30
13:30 - 14:30

14:40 - 16:10

［プログラム②］ 2022年 12月 18日
 9 :30 - 11:30
11:10 - 11:40
11:40 - 11:50

第 22回 Society of Human Well-Being 2022

人間福祉学会
Human Well-Beingの本質への追求

－つながりの実践、「コラボレーション」の可能性－
　少子高齢化や核家族化の進行、人口減少、地域のつながりの希薄化など、地域社会を取り巻く環境の変化等により、福祉ニーズは
多様化、複雑化しています。
　わが国は現在、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域の住民や多様な主体が参画し、人と人、
人と資源が世代や分野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがいを大切にしながら、地域をともに創っていくこ
とを目指しています。そのような「地域共生社会」の実現は、まさに人間福祉学会の目指すところでもあります。
　2021 年度の第 21 回人間福祉学会大会のテーマは、「人間福祉の基底　―『つながり』という視座から―」でした。人間福祉の本
質的な考え方を中心に、分野や垣根を越えて何ができるのかを探り、「人間としての豊かさの質（Human Well-Being）」を追求して
まいりました。2022年度の第 22回人間福祉学会ではそれを引き継ぎ、人間福祉の本質的な基底を踏まえて、その実践に目を向け、様々
なコラボレーションによるつながりを通して、Human Well-Being の近未来への可能性を追求したいと考えております。シンポジウ
ムでは、一人ひとりの価値観と多様性を大切にしながら、様々な「つながり」の実践に取り組んでいる方々にご登壇いただき、情報
共有と意見交換を行う予定です。Human Well-Beingの考えをより深めていくために、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

人間福祉学会事務局（中部学院大学 教育研究支援課内）

［お問い合わせ・お申し込み］

〒501-3993　岐阜県関市桐ヶ丘 2-1   ［FAX］0575-29-3000

受付開始
開　会
基調講演

シンポジウム

佐久大学 教授　野口 定久 氏
「地域共生社会における『ヒューマンケア』を基底にしたコミュニティの実現」

シンポジスト　  三浦 知人 氏（川崎市ふれあい館 元館長）　
シンポジスト　  高橋 大知 氏（たんぽぽ温泉デイサービス一宮 通所部門統括部長）
シンポジスト　  村井 加代 氏（岐阜希望ヶ丘特別支援学校 教諭）
進　行　　　　  永嶋 昌樹 氏（日本社会事業大学准教授）

佐久大学 教授

野口 定久

【オンライン参加に関すること】
・大会に参加するために必要な情報は、申込時にご登録いただいたメールアドレスにご連絡します。（2022年 12月 9日（金）配信予定）
・ドメイン指定受信を設定されている場合は、@chubu-gu.ac.jpから配信されるメールを受信できるように設定ください。
・視聴される環境によって、インターネット通信料が発生する場合がございます。
・大会の録音・録画・撮影などはご遠慮ください。
・お申し込みの際にご登録頂いた情報は、本大会への参加登録の目的にのみ使用いたします。

佐久大学人間福祉学部教授  同学部長
日本福祉大学名誉教授　博士（社会福祉学） 
○ 1951年兵庫県生まれ
○ 趣味：歴史探訪の旅、特技：どこでも睡眠
○ 経 歴：1977年上智大学大学院文学研究科社会学専攻修了 
○ 専 攻：地域福祉・社会福祉政策・居住福祉
○ 主な著書：「誰も排除しないコミュニティの実現に向けて－地域
共生社会の再考」宮本太郎編『自助社会を終わらせる』（岩波書店，
2022）　『ゼミナール地域福祉学』（中央法規，2018）、『人口減少
時代の地域福祉』（ミネルヴァ書房，2016）、『ソーシャルワーク
事例研究―個別援助から地域包括ケアシステムの構築へ』（中央
法規，2014）、『居住福祉学』（有斐閣，2011）、『家族／コミュニティ
の変貌と福祉社会の開発』中央法規出版，2011）、『地域福祉論－
政策・実践・技術の体系』（ミネルヴァ書房，2008）、『新版 地域
福祉事典』（共編著，中央法規，2006）など
○その他：日本学術会議連携会員、名古屋市社会福祉審議会副委
員長、名古屋市高齢者施策推進協議会副会長、安城市介護保険・
地域包括支援センター運営協議会顧問、高浜市地域福祉計画策定
委員長、豊橋市社会福祉審議会委員など

［基調講演 講師］

氏

土

 ［TEL］ 0575-24-2238［E-mail］hwsoffice@chubu-gu.ac.jp

テーマ　地域におけるつながりの実践～コラボレーションの可能性～

研究・実践発表
総　会
閉　会

日


